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96億2,827万円で新年度スタート
国 保 の 都 道 府 県 化 は じ ま る
常任委員会人事・各議員の賛否
町政をただす  一般質問に12人が登壇
町民の声・町民と議員との懇談会のご案内

２
４
８
12
14
22

３
月
定
例
議
会

2018.5.1

健やかな成長を願って（６月30日　和戸　初山）
「初山」とは赤ちゃんの無病息災を願い、富士山山開きに合わせ「初山」の
朱印を赤ちゃんの額に押していただくもの

平成30年度一般会計予算
当初予算を否決し、修正案を可決

106No

楽しいな！もぐもぐたいむ（4月11日、笠原小学校内のふじ児童クラブ）



賛
成
10
、
反
対
２

平
成
₃0
年
度
一
般
会
計
予
算

当
初
の
提
案
を
否
決
し
、修
正
案
を
可
決

3月定例議会

　

３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
₁₅
日
か
ら
３
月
₁9
日
ま
で
33
日
間
の
予
定
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
や
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
3₄
件
が
提
案
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
な
ら

び
に
本
会
議
で
審
議
の
結
果
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
５
、
反
対
７
で
否
決
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
議
案
は
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
期
を
３
月
2₈
日
ま
で
９
日
間
延
長
し
、
修
正
さ
れ
た
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
₁0
、
反
対

２
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
₁2
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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2018年（平成30年）３月定例議会

反
対
討
論　
　

山
妙
子
議
員

借
地
の
解
消
は
学
校
用
地
か
ら

　

①
就
任
後
、
町
長
室
を
廃
止

し
た
町
長
が
な
ぜ
、
町
長
公
用

車
に
新
車
を
購
入
す
る
の
か
。

②
西
原
自
然
の
森
の
購
入
費
が

な
ぜ
利
用
目
的
の
な
い
教
育
費

な
の
か
。
子
ど
も
の
た
め
に
使

う
イ
コ
ー
ル
教
育
費
で
あ
る
。

③
社
会
教
育
の
充
実
の
な
か
に

あ
っ
て
こ
そ
、
郷
土
資
料
館
の

良
さ
が
伝
わ
る
。

④
借
地
の
解
消
は
、
な
ぜ
学
校

用
地
が
優
先
に
な
ら
な
い
の
か
。

反
対
討
論　
　

野
原
洋
子
議
員

用
地
購
入
を
教
育
費
か
ら
？

　

防
災
士
資
格
取
得
の
補
助
金

制
度
の
開
始
な
ど
評
価
す
る
が
、

西
原
自
然
の
森
用
地
購
入
費
１

億
２
２
２
３
万
９
０
０
０
円
が

教
育
費
に
高
額
計
上
さ
れ
て
い

る
。
教
育
費
は
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

各
学
校
か
ら
改
善
要
望
が
た
く

さ
ん
出
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
こ

の
費
用
を
教
育
費
か
ら
出
す
の

か
。
反
対
す
る
。

反
対
討
論　
　

唐
沢
捷
一
議
員

町
長
車
の
大
型
化
は
問
題

　

予
算
は
住
民
の
た
め
の
も
の
、

こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
立
場
で

反
対
討
論
す
る
。

①
町
長
専
用
車
と
し
て
大
型
ワ

ゴ
ン
購
入
は
理
解
で
き
な
い
。

②
目
的
の
な
い
高
額
な
土
地
取

得
を
教
育
費
に
て
計
上
。
優
先

順
位
か
ら
疑
問
で
あ
る
。

③
行
政
財
産
の
事
務
管
理
に
不

備
が
あ
っ
た
点
な
ど
を
指
摘
し
、

当
初
予
算
に
反
対
す
る
。

反
対 

討
論

反
対
討
論　
　

金
子
正
志
議
員

　

長
期
的
な
展
望
が
欠
落

　

長
期
的
な
展
望
が
欠
落
し
な

が
ら
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
。

問
題
の
先
送
り
は
よ
く
な
い
。

主
な
反
対
理
由
は
、

①
人
口
減
に
対
し
て
財
政
的
な

準
備
が
で
き
て
い
な
い
。

②
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
対
す

る
財
源
が
不
足
し
て
い
る
が
、

準
備
が
で
き
て
い
な
い
。

③
合
併
は
最
大
の
行
政
改
革
と

認
識
し
な
が
ら
、
予
算
で
は
取

り
組
み
が
な
い
。

反
対 

討
論

反
対
討
論　
　

丸
藤
栄
一
議
員

保
育
料
の
引
き
下
げ
が
な
い

　

①
町
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
国
民
健
康
保
険
事
業
へ
の

繰
出
し
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
た

こ
と
。
②
敬
老
会
は
自
治
会
や

地
域
ま
か
せ
に
し
な
い
で
、
町

が
責
任
を
も
っ
て
お
祝
い
を
す

る
こ
と
。
③
定
住
人
口
を
増
や

す
た
め
、
保
育
料
の
引
き
下
げ

や
学
校
給
食
の
無
料
化
を
図
る

こ
と
。
④
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
防

犯
灯
な
ど
は
、
住
民
の
要
望
に

応
え
る
こ
と
。

反
対 

討
論

反
対 

討
論

反
対 

討
論

反
対
討
論　
　
⻆
野
由
紀
子
議
員

　

着
実
な
成
果
を
期
待

　

①
総
合
計
画
達
成
に
向
け
、

着
実
な
取
り
組
み
が
あ
る
。
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
対
し
、
業
績
評
価
指
標

を
意
識
し
真
面
目
に
取
り
組
む

予
算
と
な
っ
て
い
る
。
②
町
長

公
約
の
具
体
化
へ
努
力
が
あ
る
。

③
一
般
質
問
や
予
算
要
望
に
配

慮
し
た
形
が
見
ら
れ
る
。
限
ら

れ
た
予
算
の
中
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
向
か
う
姿
勢
を
評
価

す
る
。

賛
成 

討
論

反
対
討
論　
　

伊
草
弘
之
議
員

借
地
の
解
消
に
向
け
て
努
力

　

①
事
務
事
業
を
総
点
検
し
、

予
算
編
成
さ
れ
た
。
②
元
気
な

高
齢
者
の
社
会
参
加
に
向
け
た
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
事
業
を
開

始
す
る
。
③
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
を
展
開
し
、
交
流
人

口
増
を
図
っ
て
い
る
。
④
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

新
設
で
、
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
が
で
き
る
。
⑤
借
地
の

解
消
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
。

賛
成 

討
論

九、

　

３
月
19
日
、
平
成
30
年

度
一
般
会
計
予
算
案
は
、

予
算
特
別
委
員
会
の
審
議

を
経
て
、
本
会
議
に
お
い

て
、
委
員
長
報
告
、
質
疑

の
あ
と
、
賛
成
２
人
、
反

対
５
人
の
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
５
、

反
対
７
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

討
論
の
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
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平
成
30
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
７
つ
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
の
総
括
質
疑
と
、

今
議
会
か
ら
新
た
に
設
置
し
た
予
算
特
別
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
延
べ
７
日
間
に
わ
た
っ
て
各
課
ご
と
に
質
疑
応
答
を
行
い
、
徹
底
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

96
億
２
８
２
７
万
円
で
新
年
度
ス
タ
ー
ト

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設

平成30年度一般会計予算

公　債　費
24,034円

土　木　費
33,512円

総　務　費
40,093円

民　生　費
103,537円

消　防　費
15,001円

教　育　費
29,604円

議　会　費
3,077円

衛　生　費
24,179円

商　工　費
2,029円

農林水産業費
7,201円

労働費など
679円

282,951円

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額

一般会計予算の内訳一般会計予算の内訳

町税
36億1,335万円
　　　　37.5％

地方交付税
19億600万円
19.8％

町債
7億5,390万円

7.8％

繰入金
6億1,509万円
6.3％

国庫支出金
9億9,328万円
10.3％

県支出金
5億9,901万円

6.2％

歳　入
96億2,827万円

町税
36億1,335万円
　　　　37.5％

地方交付税
19億600万円
19.8％

町債
7億5,390万円

7.8％

繰入金
6億1,509万円
6.3％

国庫支出金
9億9,328万円
10.3％

県支出金
5億9,901万円

6.2％

諸収入
1億9,863万円 2.0％

地方消費税交付金
4億7,240万円 4.9％

その他
4億7,659万円 4.9％

グラフを作りグループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

立体用は 2ミリ下に移動　色 100％　スミ 60％に

ブレンド（スレップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

歳　出
96億2,827万円

民生費
35億2,318万円
　　　　36.6％

総務費
13億6,430万円

14.1％
土木費

11億4,034万円
11.8％

教育費
10億737万円
10.4％

公債費
8億1,784万円

8.4％

衛生費
8億2,278万円

8.5％

消防費
5億1,046万円

5.3％
民生費
35億2,318万円
　　　　36.6％

総務費
13億6,430万円

14.1％
土木費

11億4,034万円
11.8％

教育費
10億737万円
10.4％

公債費
8億1,784万円

8.4％

衛生費
8億2,278万円

8.5％

消防費
5億1,046万円

5.3％

農林水産業費
2億4,504万円 2.5％

議会費
1億472万円 1.0％

商工費
6,906万円 0.7％

労働費
305万円 0.03％

予備費など
2,008万円 0.2％

グラフを作りグループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

色 50％、スミ 30％

立体用は 2ミリ下に移動　色 100％、スミ 60％

ブレンド（ステップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額

※人口34,028人（平成30年３月１日現在）
みやしろ議会だよりNo.106 4



2018年（平成30年）３月定例議会

問　

和
戸
駅
周
辺
の
第
２
駐
輪

場
の
稼
働
率
が
低
い
よ
う
だ
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

答　

稼
働
率
は
平
成
28
年
度
が

48
・
５
％
、
29
年
度
が
34
・
２

％
と
い
う
状
況
。
和
戸
駅
直
近

に
民
間
の
有
料
駐
輪
場
が
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
ち
ら

へ
利
用
者
が
流
れ
て
い
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
増
え
る
か
の
見
通
し
は
わ

か
ら
な
い
。

問　

消
防
団
第
２
分
団
の
詰
所

に
つ
い
て
の
概
算
の
工
事
費
は
。

答　

第
６
分
団
の
工
事
費
と
同

じ
く
ら
い
と
見
込
ん
で
い
る
。

概
ね
３
０
０
０
～
３
５
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

自
治
会
長
の
仕
事
量
が
地

域
敬
老
会
、
サ
ロ
ン
、
防
災
・

防
犯
な
ど
、
年
々
増
え
て
い
る
。

手
厚
い
手
当
て
を
考
え
て
は
。

答　

お
金
だ
け
で
は
な
く
、
本

当
に
地
域
の
核
と
な
っ
て
も
ら

う
方
な
の
で
、
活
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
工
夫
し
て
い
き

た
い
。

生
活・環
境

環境衛生事業� 421万円

進修館管理事業� 3,084万円

交通安全対策事業� 1,259万円

防災活動事業� 1,652万円

自転車対策事業� 690万円

主な使いみち

和
戸
駅
周
辺
の
第
２
駐
輪
場
の
稼
働
率
が
低
い
が

総
務・財
政

主な使いみち

問　

便
利
バ
ス
が
走
る
事
業
は

前
年
度
と
比
較
し
て
１
４
７
６

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
。

答　

現
在
の
運
行
は
３
月
31
日

で
契
約
が
終
了
す
る
。
新
た
に

車
両
の
入
れ
替
え
が
大
き
な
増

額
理
由
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
に
百
間
４
丁
目
と

２
丁
目
に
バ
ス
停
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
る
も
の
。

問　

安
全
面
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

住
民
か
ら
苦
情
が
あ
れ
ば

事
実
確
認
を
し
て
連
絡
を
と
る
。

月
１
回
の
定
例
の
打
ち
合
わ
せ

の
中
で
も
、
安
全
面
に
つ
い
て

管
理
運
行
す
る
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
。

問　

西
原
自
然
の
森
と
同
じ
よ

う
に
公
共
施
設
用
地
の
借
地
解

消
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

答　

今
後
は
公
共
施
設
整
備
基

金
や
地
方
債
を
活
用
し
、
学
校

や
図
書
館
、
庁
舎
周
辺
、
進
修

館
の
用
地
な
ど
を
購
入
し
て
い

き
た
い
。

便
利
バ
ス
の
見
直
し
、
安
全
面
は
大
丈
夫
か

便
利
バ
ス
の
見
直
し
、
安
全
面
は
大
丈
夫
か

広聴・広報事業� 611万円

町民法律相談事業� 182万円

OA管理事業� 1億529万円

ふるさと納税管理事業� 970万円

統計調査事業� 242万円
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問　

東
小
五
差
路
の
歩
道
設
置

工
事
は
、
い
つ
か
ら
始
ま
っ
て

い
つ
終
わ
る
の
か
。
地
元
へ
の

説
明
会
は
。

答　

杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
と

教
育
委
員
会
、
道
路
担
当
で
な

る
べ
く
早
く
完
成
で
き
る
よ
う

調
整
を
図
り
た
い
。
全
体
の
説

明
会
を
開
く
予
定
は
な
い
が
、

周
辺
の
方
に
は
説
明
す
る
。

問　

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
周

辺
整
備
事
業
の
関
係
で
、
東
武

鉄
道
の
空
き
地
に
つ
い
て
は
ど

う
い
う
状
況
な
の
か
。

答　

面
積
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
商
業
施
設
を
考
え
て
い
る

よ
う
だ
。
東
武
鉄
道
も
多
方
面

か
ら
検
討
中
で
、
会
社
と
し
て

の
方
針
が
決
ま
り
次
第
、
町
に

連
絡
が
あ
る
も
の
と
思
う
。

問　

宮
代
町
中
小
企
業
融
資
制

度
は
平
成
19
年
か
ら
11
年
間
、

実
績
が
ゼ
ロ
。
廃
止
の
考
え
は
。

答　

宮
代
町
の
金
利
は
1.7
％
。

預
託
先
の
金
融
機
関
３
行
と
金

利
も
含
め
相
談
を
し
た
い
。

問　

新
規
事
業
で
あ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
準

備
や
立
ち
上
げ
の
時
期
は
。

答　

４
～
５
月
に
会
員
募
集
や

事
業
実
施
に
つ
い
て
周
知
を
図

っ
て
い
く
。
６
～
７
月
に
ス
タ

ー
ト
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　

学
童
保
育
指
導
員
は
41
人

の
体
制
で
十
分
か
。

答　

ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
指
導

員
に
つ
い
て
は
随
時
募
集
を
行

っ
て
い
る
状
況
。
現
場
で
十
分

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
ケ
ア
、

増
員
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

問　

健
康
増
進
計
画
は
い
つ
ま

で
に
作
る
の
か
。

答　

平
成
30
年
度
に
計
画
策
定

ま
で
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

六
花
の
施
設
運
営
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
費

用
と
は
、
具
体
的
に
何
か
。

答　

い
ま
、
六
花
に
何
が
必
要

な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
少
し

整
理
し
、
ス
リ
ム
に
と
い
う
方

向
に
な
る
と
い
う
認
識
で
い
る
。

東
小
五
差
路
の
歩
道
設
置
工
事
は
、
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
か

建
設・観
光

保
健・福
祉

保健予防事業� 8,754万円

母子保健事業� 3,269万円

福祉医療センター運営事業� 2,793万円

障害者地域生活支援事業� 3,339万円

学童保育所運営事業� 5,111万円

主な使いみち

主な使いみち

都市計画道路整備事業� 3,828万円

一般住宅耐震対策事業� 500万円

公園等環境管理事業� 2,584万円

新しい村管理運営事業� 6,999万円

メイドイン宮代PR事業� 135万円

東
小
五
差
路
の
歩
道
設
置
工
事
は
、
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
時
期
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
時
期
は

みやしろ議会だよりNo.106 6



2018年（平成30年）３月定例議会

問　

経
済
的
に
大
変
な
小
・
中

学
校
の
保
護
者
に
対
し
就
学
援

助
︵
入
学
準
備
金
︶
を
入
学
前

に
支
給
す
べ
き
。

答　

国
か
ら
の
通
知
な
ど
も
あ

り
、
町
就
学
援
助
実
施
要
綱
を

昨
年
12
月
に
一
部
改
正
し
た
。

平
成
30
年
の
入
学
に
間
に
合
う

よ
う
、
こ
の
３
月
に
支
給
す
る

準
備
を
し
た
。

問　

不
登
校
で
長
期
欠
席
の
児

童
生
徒
の
人
数
と
理
由
、
そ
れ

ら
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　

児
童
生
徒
の
長
期
欠
席
者

数
は
、
平
成
29
年
２
月
20
現
在

で
小
学
校
９
人
、
中
学
校
21

人
。
理
由
は
病
気
、
人
間
関
係

の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
の
環
境
に

課
題
が
あ
る
。
今
後
は
原
因
に

つ
い
て
多
面
的
に
対
応
し
、
学

校
を
指
導
し
て
い
く
中
で
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
対
応
を
し
て

い
く
。

問　

道
仏
地
区
の
区
画
整
理
地

内
か
ら
ど
の
よ
う
な
遺
構
や
遺

物
が
で
て
き
た
の
か
。

答　

古
墳
時
代
の
住
居
跡
が
約

40
軒
見
つ
か
っ
た
。

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助︵
入
学
準
備
金
︶を
入
学
前
に
支
給

教
育・文
化

小学校英語教育の推進� 1,804万円

図書館管理運営事業� 8,279万円

社会教育活動事業� 222万円

総合運動公園管理事業� 6,025万円

文化財保護事業� 97万円

主な使いみち

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助︵
入
学
準
備
金
︶を
入
学
前
に
支
給

　　　　　九、山 妙子 議員
学校用地の取得を最優先に

　社会教育施設整備事業に含まれていた、目的
が明確でない西原自然の森用地取得事業を、教
育債から総務債に変更したことを評価する。
　今後、町長車の必要性や自然環境に配慮し、
この町にふさわしい町長車の検討を要望する。
　現在、借地である須賀中学校のグラウンドな
ど学校施設を最優先に取得するよう要望する。

賛成討論

　　　　　野原 洋子 議員
町民の利益、町の収益になる土地利用を

　この度の編成により西原自然の森用地購入
費が教育費から総務費に変わった。毎年の借
地料を考えると契約更新の今が妥当であると
考える。しかしながらまだこの土地利用は決
まっていない。町民の利益になり、町の収益
につながるような土地利用を早急に企画する
ことを要望し、賛成する。

賛成討論

　　　　　金子 正志 議員
合併テーマのタウンミーティングを開く

　新井町長は「平成30年度内に必ず合併を
テーマにしたタウンミーティングを開く」と
約束した（会派別の予算説明会にて）。
　合併をすれば、宮代町、杉戸町のさまざま
な課題を解決できると思う。
　約束を実行することを信じて予算に賛成す
る。

賛成討論

　　　　　丸藤 栄一 議員
修正内容は原案とかわっていない

　①町長は当初予算の否決をうけて、内容を
改めて検討すると言ったが、修正内容は原案
とほとんどかわっていないので反対する。
　②一時不再議の原則は、議会が一度否決し
たので、同一の議案については、同じ会期中
に審議することはできないとする原則に反し
ている。臨時会を開いて審議するべき。

反対討論

　平成30年度一般会計当初予算の修正案は、
「①町長公用車の購入費を削除。②西原自然の
森用地購入費の予算科目を教育費から総務費へ
変更」で提出されました。採決の結果、賛成
10、反対２で可決しました。
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平
成
30
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
都
道
府
県
化
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
県
が
国
民
健
康
保
険
制
度
の

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
市

町
村
と
と
も
に
国
保
運
営
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

県
の
役
割
は
運
営
方
針
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
市
町
村
ご
と
の
国
保

事
業
費
納
付
金
を
決
定
し
、
納
付
金

の
徴
収
、
市
町
村
の
標
準
保
険
税
率

の
提
示
、
保
険
給
付
費
に
必
要
な
額

を
市
町
村
に
交
付
し
ま
す
。

　

市
町
村
の
役
割
は
、
保
険
税
率
を

決
定
し
賦
課
徴
収
を
行
う
と
と
も
に
、

被
保
険
者
の
資
格
管
理
、
届
け
出
の

受
付
、
保
険
証
の
発
行
、
保
健
事
業

に
よ
る
被
保
険
者
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
被
保

険
者
に
身
近
な
き
め
細
か
い
事
業
を

担
い
ま
す
。

問　

宮
代
町
の
平
成
29
年
度
と
平
成

30
年
度
の
保
険
料
は
い
く
ら
に
な
っ

て
い
る
か
。

答　

一
人
当
た
り
で
は
29
年
度
は
8

万
５
５
４
４
円
、
30
年
度
は
8
万
１

９
４
５
円
。

問　

被
保
険
者
が
減
少
し
た
理
由
は
。

答　

平
成
28
年
10
月
の
被
用
者
保
険

の
拡
大
の
影
響
が
あ
る
。
あ
と
後
期

高
齢
に
移
行
し
て
い
る
方
が
大
変
多

く
な
っ
て
い
る
。

問　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
37
％

と
県
平
均
よ
り
低
い
が
、
受
診
率
を

あ
げ
る
方
策
は
。

答　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
特
典
を
さ

ら
に
付
与
す
る
取
り
組
み
や
、
春
日

部
市
へ
の
特
定
検
診
の
乗
り
入
れ
な

ど
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険

国
保
の
都
道
府
県
化
始
ま
る

県
が
財
政
運
営
責
任
を
担
い
、
安
定
化
へ

会 計 区 分 平成30年度 前年度増減額 増減率
国 民 健 康 保 険 39億5,054万円 △8億7,845万円 △18.2％
介 護 保 険 29億8,980万円 2億5,458万円 9.3％
後 期 高 齢 者 医 療 4億9,383万円 5,538万円 12.6％
公 共 下 水 道 事 業 9億7,855万円 △4,034万円 △4.0％
農業集落排水事業 5,272万円 △387万円 △6.8％
水 道 事 業 12億1,618万円 △5,329万円 △4.2％

平成30年度特別・企業会計予算

主
な
質
疑

賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決

みやしろ議会だよりNo.106 8
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問　

介
護
保
険
料
改
定
の
近
隣
の
状

況
は
。

答　

久
喜
市
2.8
％
、
白
岡
市
６
％
増

額
改
定
、
杉
戸
町
10
・
７
％
、
蓮
田

市
1.7
％
減
額
改
定
。
県
内
で
は
、
下

げ
た
と
こ
ろ
が
7
団
体
、
残
り
56
団

体
は
増
額
、
も
し
く
は
据
え
置
き
と

な
っ
て
い
る
。

問　

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
と
し

て
、
体
操
教
室
な
ど
は
町
内
に
い
く

つ
あ
る
の
か
。

答　

地
域
交
流
サ
ロ
ン
は
現
在
23
か

所
。
そ
れ
以
外
の
体
操
教
室
は
14
か

所
で
活
動
し
て
い
る
。

問　

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と

あ
る
が
、
何
人
い
る
の
か
。

答　

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
を
32
年
度

ま
で
に
１
２
０
人
確
保
す
る
目
標
だ

が
、
毎
年
20
人
前
後
育
成
し
て
い
る
。

健
康
運
動
指
導
士
を
派
遣
し
実
施
し

て
い
る
。

問　

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
っ
て
利

用
料
3
割
負
担
が
導
入
さ
れ
る
が
。

答　

国
の
資
料
に
よ
る
と
全
体
の
３

％
の
方
が
該
当
と
見
込
ま
れ
る
。

介
護
保
険

賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決

賛
成 

討
論

山
下 

秋
夫 

議
員

　
介
護
保
険
の
度
重
な
る
改
定
は
、
負

担
増
と
給
付
制
限
を
押
し
付
け
て
い

る
。
利
用
料
は
２
割
負
担
、
要
支
援
の

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
は
保
険
給
付

か
ら
外
さ
れ
、
自
治
体
の
総
合
事
業
と

な
る
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
対
象

者
は
原
則
要
介
護
３
以
上
に
縮
小
さ

れ
た
。

　

新
た
な
介
護
保
険
法
の
改
定
に
よ

り
、
利
用
料
が
３
割
負
担
と
な
る
。
町

は
、
国
に
対
し
3
割
負
担
を
や
め
る
よ

う
求
め
、
現
行
の
介
護
医
療
病
床
体
制

を
維
持
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
負
担

軽
減
を
す
る
よ
う
述
べ
反
対
と
す
る
。

⻆
野
由
紀
子 

議
員

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
保
険
給
付
費
の

大
幅
増
加
が
推
計
さ
れ
る
中
、
保
険
料

は
据
え
置
き
と
し
て
い
る
が
所
得
の

高
い
階
層
を
細
分
化
し
、
11
段
階
と
し

た
こ
と
や
、
準
備
基
金
か
ら
の
適
切
な

繰
り
入
れ
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。　

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ

一
層
の
取
り
組
み
が
図
ら
れ
、
介
護
予

防
・
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
、
地
域
交

流
サ
ロ
ン
支
援
事
業
な
ど
、
身
近
な
地

域
の
中
で
の
主
体
的
な
活
動
が
増
額

さ
れ
て
い
る
。
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
目
標
に
、
そ
の
成
果
を
期
待
す
る
。

反
対 

討
論

第
７
期
介
護
保
険
計
画

ス
タ
ー
ト　

平成30～32年度　介護保険料段階一覧表

段　階 対　象　と　な　る　方 介護保険料 
（ 年　額 ）

第１段階
住
民
税�

非
課
税
世
帯

生活保護受給者・老齢福祉年金受給者�
課税年金収入額＋合計所得金額が80万円以下の方 ※２６，３００円

第２段階 課税年金収入額＋合計所得金額が�
80万円を超えて120万円以下の方 ４３，９００円

第３段階 課税年金収入額＋合計所得金額が�
120万円を超える方 ４３，９００円

第４段階 住
民
税�

課
税
世
帯

本人が住民税非課税で課税年金収入額�
＋合計所得金額が80万円以下の方 ４９，７００円

第５段階 本人が住民税非課税で課税年金収入額�
＋合計所得金額が80万円を超える方 ５８，５００円

第６段階
本
人
が
住
民
税
課
税
者

合計所得金額が120万円未満の方 ６７，３００円

第７段階 合計所得金額が120万円以上　200万円未満の方 ７６，１００円

第８段階 合計所得金額が200万円以上　300万円未満の方 ８７，８００円

第９段階 合計所得金額が300万円以上　400万円未満の方 ９９，５００円

第10段階 合計所得金額が400万円以上　600万円未満の方 １０５，４００円

第11段階 合計所得金額が600万円以上の方 １１１，２００円

※�第１段階の保険料額は、「低所得者軽減強化」により公費投入による軽減が行われた
額です。
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
前
年

度
よ
り
４
６
７
２
万
円
増
の
３
億
９

３
９
５
万
円
。
75
歳
到
達
に
よ
る
被

保
険
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
。

　

給
水
件
数
は
１
万
４
８
０
０
件
で

前
年
度
よ
り
２
０
０
件
の
増
、
年
間

総
給
水
量
は
３
９
６
万
㎥
で
20
万
㎥

の
減
。
給
水
収
益
は
６
億
８
１
７
２

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
６
３
８
万
円

の
増
を
予
定
。

　

道
仏
土
地
区
画
整
理
地
内
の
給
水

件
数
の
増
加
は
収
束
に
向
か
っ
て
お

り
、
水
道
事
業
の
経
営
環
境
は
依
然

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
は
９
億
７
８
５
５
万
円
。

公
共
下
水
道
施
設
管
理
事
業
は
２
６

４
７
万
円
。
管
き
ょ
等
新
設
改
良
費

は
１
億
３
１
６
３
万
円
。
流
域
下
水

道
施
設
管
理
事
業
は
１
億
４
４
４
６

万
円
。
利
子
償
還
事
業
は
１
億
４
４

４
６
万
円
。

　

前
年
度
よ
り
３
８
７
万
円
の
減
。

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
減
、
施

設
管
理
委
託
料
の
減
に
よ
る
。

特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
徴

収
事
務
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、

徴
収
事
務
に
関
し
て
知
識
と
経
験
の

あ
る
県
職
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
を
非
常
勤
職

員
と
し
て
任
用
す
る
。
町
職
員
へ
の

指
導
や
助
言
、
そ
し
て
納
税
交
渉
や

滞
納
処
分
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
も
ら
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
進
修
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

大
ホ
ー
ル
の
附
帯
施
設
と
し
て
無

料
施
設
と
さ
れ
て
き
た
談
話
室
の
改

修
工
事
を
実
施
し
た
。
談
話
室
の
貸

し
出
し
を
有
料
と
す
る
。
１
時
間
当

た
り
３
０
０
円
。

条　
　
　

例

後
期
高
齢
者
医
療

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

水
道
事
業

山
下 
秋
夫 
議
員

　

臨
時
特
別
交
付
金
の
廃
止
・
縮
小
、

高
額
療
養
費
の
上
限
額
の
引
き
上
げ
、

窓
口
負
担
の
増
額
な
ど
高
齢
者
の
生

活
を
圧
迫
し
て
い
る
。

反
対 

討
論

山
下 

秋
夫 

議
員

　

高
い
水
道
料
金
に
リ
ン
ク
す
る
下

水
道
使
用
料
が
負
担
増
と
な
っ
て
い

る
。
水
道
料
金
の
値
下
げ
と
と
も
に
下

水
道
使
用
料
金
を
引
き
下
げ
る
努
力

を
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対 

討
論

山
下 

秋
夫 

議
員

　

指
導
員
を
採
用
し
な
く
て
も
徴
収

率
は
向
上
し
て
い
る
。
年
数
回
の
職
員

研
修
会
を
行
え
ば
徴
収
対
策
は
で
き

る
。
年
間
２
１
６
万
円
も
費
用
を
か
け

る
必
要
は
な
い
。

反
対 

討
論

山
下 

秋
夫 

議
員

　

水
道
の
供
給
単
価
は
県
平
均
よ
り

も
22
・
２
円
も
高
い
設
定
と
な
っ
て
い

る
。
基
本
料
金
の
県
比
較
で
口
径
13
ミ

リ
で
は
、
６
番
目
に
高
い
。
さ
ら
に
基

本
水
量
は
10
㎥
で
水
道
使
用
量
の
低

い
利
用
者
は
高
い
料
金
を
払
う
こ
と

に
な
る
。

　
水
道
料
金
を
引
き
下
げ
る
こ
と
、
及

び
基
本
水
量
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。

反
対 

討
論

<
賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決>

<

賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決>

<

全
会
一
致
で
可
決>

<

賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決>

<

賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決>

<

賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決>

平成30年度特別会計予算・条例

委員会の視察（マンホールトイレの説明）
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2018年（平成30年）３月定例議会

議会で同意しました
人 　 事

　

全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。
任
期
は
４
年

間
で
す
。

　

全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。
任
期
は
４
年

間
で
す
。

　

全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。
任
期
は
４
年

間
で
す
。

　

全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。
任
期
は
３
年

間
で
す
。

  教育委員会委員に
菊
きくち

地信
しんいち

一氏  　　

  監査委員に　　　
　　　新

しんそ

祖　章
あきら

氏

  公平委員会委員に　　
　　　　田

たぐち

口寿
す み こ

美子氏

固定資産評価審査委員に　
　　 　関

せきなが

永一
かずのり

德氏

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
︵
第
３
号
︶
は
歳
入
歳
出
に
５

６
７
７
万
円
を
減
額
し
10
億
７
８
３

万
円
と
す
る
。
各
事
業
の
執
行
実
績

確
定
に
よ
る
減
額
が
主
な
内
容
。

　

歳
入
減
は
町
債
３
１
６
０
万
円
な

ど
。
歳
出
は
下
水
道
管
理
費
２
３
７

７
万
円
、
下
水
道
新
設
改
良
費
３
３

０
０
万
円
。

　

公
設
宮
代
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
る
介
護
備
品
の
故
障
に

伴
い
、
買
い
替
え
る
。

　

種
類　

昇
降
式
介
護
浴
槽

　

金
額　

７
２
３
万
６
千
円

　

歳
入
歳
出
に
１
億
６
８
６
６
万
円

を
減
額
す
る
。
歳
出
は
土
木
費
１
億

４
６
１
７
万
円
、
民
生
費
１
４
９
２

万
円
、
衛
生
費
８
８
９
万
円
、
農
林

水
産
業
費
７
３
５
万
円
を
減
額
。

　

平
成
30
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
は
、
東
武

動
物
公
園
駅
東
口
周
辺
整
備
事
業
５

８
０
０
万
円
、
西
口
周
辺
整
備
事
業

３
３
７
５
万
円
な
ど
。

一
般
会
計
補
正

公
共
下
水
道
事
業
補
正

農
業
集
落
排
水
事
業
補
正

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

<

全
会
一
致
で
可
決>

<

全
会
一
致
で
可
決>

<

全
会
一
致
で
可
決>

<

全
会
一
致
で
可
決>

平成30年度一般会計補正予算

補正予算の主なもの
事業名 補正額 内　容

まちづくり基金積立 1,000万円 ふるさと納税の増による

ふるさと納税管理 211万円 返戻品等の増

防 犯 活 動 △220万円 防犯灯電気代見込額の減

新しい村管理運営 △108万円 駐車場拡張工事に未着工

都市計画道路整備 △7,970万円 事業実績（春日部久喜線）

小 学 校 施 設 管 理 74万円 笠原小普通教室増による備品購入
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福祉産業委員会　6人

山
下
秋
夫

委
員
長

　
田
島
正
徳

小
河
原
正

関
　
弘
秀

副
委
員
長

　
野
原
洋
子

唐
沢
捷
一

議会運営委員会　6人

丸
藤
栄
一

委
員
長

　
小
河
原
正

伊
草
弘
之

⻆
野
由
紀
子

副
委
員
長

　
合
川
泰
治

唐
沢
捷
一

新しい議会構成が決まりました
　

議
会
や
町
が
取
り
組
む
こ
と
の
第
一
は

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
快
適
で
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

今
、
少
子
化
や
高
齢
化
は
大
き
な
社
会

問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援

や
高
齢
者
の
対
策
は
急
務
で
す
。
医
療
、

介
護
、
保
健
、
福
祉
、
保
育
な
ど
課
題
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、安
全
や
防
災
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

住
ん
で
良
か
っ
た
と
い
え
る
宮
代
町
で

あ
り
つ
づ
け
る
た
め
、
町
の
課
題
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

宮
代
町
で
も
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
急
速
に
進
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
な
ど
多
く
の
課
題
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
、
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
参
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
住
民
の
代
表
と
し
て

の
議
会
の
役
割
を
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
の

議
会
の
円
滑
な
運
営
、さ
ら
な
る
活
性
化
、

ま
た
、
政
策
立
案
へ
の
機
能
を
推
進
し
皆

様
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

議
長

　

中
野
松
夫

副
議
長

　

関　

弘
秀

久喜宮代衛生組合議会議員　５人
議　員 九　山　妙　子
〃 野　原　洋　子
〃 ⻆　野　由紀子
〃 小河原　　　正
〃 田　島　正　徳

広域利根斎場組合議会議員　２人
議　員 唐　沢　捷　一
〃 丸　藤　栄　一

埼玉東部消防組合議会議員　２人
議　員 山　下　秋　夫
〃 合　川　泰　治

議会選出監査委員　１人
伊　草　弘　之

議会広報委員会　5人

田
島
正
徳

委
員
長

　
丸
藤
栄
一

　
山
妙
子

副
委
員
長

　
⻆
野
由
紀
子

金
子
正
志

九

総務文教委員会　6人

伊
草
弘
之

委
員
長

　
　
山
妙
子

丸
藤
栄
一

⻆
野
由
紀
子

副
委
員
長

　
金
子
正
志

合
川
泰
治

九

ともに力を合わせ“まちおこし”を

みやしろ議会だよりNo.106 12



2018年（平成30年）３月定例議会

議
　
案
　
番
　
号

議 案 ・ 主 な 内 容
議
　
決
　
結
　
果

新政
宮代

みやしろ 
絆の会

日本
共産党 公明党 政策会議

みやしろ
無
会
派
議
　
長３人 ２人 ２人 ２人 ２人 1人

田
島
　
正
徳

伊
草
　
弘
之

合
川
　
泰
治

唐
沢
　
捷
一

九、山
　
妙
子

丸
藤
　
栄
一

山
下
　
秋
夫

関
　
弘
秀

⻆
野
由
紀
子

小
河
原
　
正

金
子
　
正
志

野
原
　
洋
子

中
野
　
松
夫

1 専決処分の承認を求める…公設宮代福祉医療センターにおける介護用備品が故障し、施
設運営に支障をきたしたため、緊急に買い替える予算を計上する必要が生じた。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

2 重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例…国民健康保険法及び
高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正に伴う。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

3 コミュニティセンター進修館条例の一部を改正する条例…談話室改修に伴い施設使用
料を徴収するため。☞Ｐ10

可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

4 都市公園条例の一部を改正する条例…都市公園法施行令の一部改正に伴い、都市公園
条例の一部を改正。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

5 個人情報保護条例及び情報公開条例の一部を改正する条例…個人情報の保護に関する
法律の一部の改正に伴う。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ―

6 介護保険条例の一部を改正する条例…平成30年度からの介護保険料の改定及び介護保
険法の一部改正等に伴う。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

7 みやしろ健康福祉事業運営委員会条例の一部を改正する条例…障害児福祉計画及び地
域福祉計画の策定による。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

8 特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例…非常勤職員とし
て、徴収事務指導員を新たに任用。☞Ｐ10

可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

9 後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例…高齢者の医療の確保に関する法
律の一部を改正する法律の施行に伴う。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

10 国民健康保険支払基金条例を廃止する条例…国民健康保険制度の運営の都道府県化に
伴い、支払基金の設置目的が終了するため。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

11 土地区画整理事業推進基金条例を廃止する条例…幸手都市計画事業道仏土地区画整理
事業が換地処分されたため。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ―

12 町道路線の認定…首都圏中央連絡自動車道の建設に伴い、整備された機能補償道路を
町道路線として認定。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ―

13 町道路線の廃止…首都圏中央連絡自動車道の建設に伴い、整備された機能補償道路の
町への帰属に伴う。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ―

14 教育委員会の委員の任命につき同意を求める…新たに菊地信一氏を教育委員会の委員
に任命。☞Ｐ11

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

15 監査委員の選任につき同意を求める…新たに新祖章氏を監査委員に選任。☞Ｐ11 同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

16 公平委員会の委員の選任につき同意を求める…引き続き田口寿美子氏を委員に選任。
☞Ｐ11

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

17 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求める…引き続き関永一德氏を委
員に選任。☞Ｐ11

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

18 埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について…埼玉県市町
村総合事務組合から入間東部地区衛生組合を脱退させることを議決

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

19 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について…地方自治法の規定により変更するこ
とについて議決を求める。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

20 平成29年度一般会計補正予算（第５号）…各種事業の確定による減額並びに国県支出
金の返還及び国民健康保険特別会計への繰越金の増額などに伴う。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

21 平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号）…各種事業実績及び各種の交付
金交付見込み額の減額に伴い、2億1,433万4千円減額。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

22 平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）…埼玉県後期高齢者医療広域
連合納付金の増額に伴い、1,785万２千円を追加。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

23 平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）…事業費の確定に伴い、5,677
万円減額。☞Ｐ11

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

24 平成29年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）…事業費の確定に伴い、425
万円を減額。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

25 平成30年度一般会計予算…総額を96億3,400万円とする。☞Ｐ２ 否
決○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ―

26 平成30年度国民健康保険特別会計予算…総額を39億5,054万2千円とする。☞Ｐ８ 可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

27 平成30年度介護保険特別会計予算…総額を29億8,980万2千円とする。☞Ｐ９ 可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

28 平成30年度後期高齢者医療特別会計予算…総額を4億9,383万6千円。☞Ｐ10 可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

29 平成30年度公共下水道事業特別会計予算…総額を9億7,855万7千円とする。☞Ｐ10 可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

30 平成30年度農業集落排水事業特別会計予算…総額を5,272万4千円とする。☞Ｐ10 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

31 平成30年度水道事業会計予算…総額を12億1,618万円とする。☞Ｐ10 可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

32 財産の取得…公設宮代福祉医療センターに設置している介護用備品の故障に伴い、買
い替え。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

33 国民健康保険税条例の一部を改正する条例…地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部
を改正する法律の施行に伴う。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

34 監査委員の選任につき同意を求める…新たに伊草弘之氏を監査委員に選任。☞Ｐ12 可
決○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

35 平成30年度一般会計予算（修正）…総額を96億2,827万７千円とする。☞Ｐ７ 可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案に対する各議員の賛否 　○賛成　●反対　欠…欠席　退…退席
　− 議長は採決に加わらない

13
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一般質問項目一覧（掲載は抽選順）

　一般質問は２月21日、22日、23日
の３日間おこなわれました。
　12人の議員が登壇し、大雪対策、新
年度の予算編成、子育て支援、農業問題
など42項目にわたり、町の考えをただ
しました。 
　ここに掲載したものは、質問・答弁と
もに質問者が507字以内にまとめたもの
です。
　（太字は質問・答弁を掲載しています）

本会議の様子

１. 野原 洋子 議員……………………………… P15
① 町内の除雪対策
② 宮代町の保育認定
③ 道佛地区の信号機設置は

２.  合川 泰治 議員……………………………… P15
① 農まちのこれから
② 宮代町商工会への支援
③ 英語教育の推進
④ 宮代町外交官の活用

３. ⻆野 由紀子 議員…………………………… P16
① 住民納得度と職員満足度
② �学校での心肺蘇生教育の普及推進及び突然死
　 ゼロを目指した危機管理体制の整備
③ トイレの洋式化

４. 田島 正徳 議員……………………………… P16
① 住民の安心安全
② 今後の採用プラン
③ 振り込め詐欺などの特殊詐欺対策

５. 伊草 弘之 議員……………………………… P17
① �宮代町の優良農地を活用・保全し、持続可能な

農業経営をしていくための施策
② �従来型の観光振興を見直し、新しい観光地域づ

くりを推進するための施策を

６. 関　弘秀 議員……………………………… P17
① 防災への取り組み
② 高齢者への支援は
③ 町内活性化に向けて

７. 丸藤 栄一 議員……………………………… P18 
① 第７期介護保険事業計画
② 国民健康保険の広域化
③ 国保の子どもの均等割減免で子育て支援を

８. 金子 正志 議員……………………………… P18
① 町長退職金
② 笠原地区の浸水の報告
③ 非正規�職員の声を尊重して
④ 子どもの学習支援
⑤ 町長選挙
⑥ 自主的な合併

９. 山 妙子 議員……………………………… P19
① 文化面での顕著な活躍等に表彰規程を提案する
② �町立小中学校の制服の価格の検討及び体育着、

体育館シューズ等学校指定の必要があるのか
③ 町内在住の障がいのある方々に安心の住み家を
④ 防災対策に積雪対応を

10. 小河原　正 議員…………………………… P19
① 当初予算編成の姿勢
② 自転車保険の加入義務化
③ 大雪対策
④ 和戸横町区画整理事業

11. 山下 秋夫 議員……………………………… P20
① 宮代町の相談記録
② 公共施設の水道凍結と大雪対策
③ 最低賃金

12. 唐沢 捷一 議員……………………………… P20
① 新井町政の初予算編成
② 商店会の街路灯
③ 空き家対策
④ 地域交流サロンの支援

九
町政をただす
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一 般 質 問

空き店舗を利活用した乳幼児施設

英語教育の充実で宮代から世界へ

問 

「
英
語
が
話
せ
る
ま
ち
」
を
目

指
し
、
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
町
の
見
解
は
。

答 

教
育
長　

平
成
26
年
度
か
ら

４
年
間
行
わ
れ
て
き
た
百
間
中
学

校
区
で
の
文
部
科
学
省
「
外
国
語

教
育
強
化
地
域
拠
点
事
業
」で
は
、

小
学
校
で
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

研
究
を
重
ね
、
一
定
の
成
果
を
得

て
今
年
度
で
終
了
す
る
。

　

こ
う
し
た
４
年
間
の
研
究
実
績

を
無
駄
に
せ
ず
生
か
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
、
文
部
科
学
省
に
教
育

課
程
特
例
校
の
申
請
を
し
、
指
定

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
２
年

前
倒
し
で
３
、
４
年
生
は
年
間
35

時
間
、
５
、
６
年
生
は
70
時
間
の

次
期
学
習
指
導
要
領
に
の
っ
と
っ

た
教
育
を
町
内
４
校
の
小
学
校
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問 

町
直
営
で
の
運
営
と
な
っ
て

い
る
新
し
い
村
に
町
職
員
の
出
向

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答 

産
業
観
光
課
長　

当
町
で
は

人
事
異
動
が
平
均
的
に
５
年
前
後

で
あ
る
こ
と
、代
替
職
員
の
育
成
・

配
置
も
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
さ
ら
に
少
人
数
の
組
織

体
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と

出
向
は
現
実
的
に
厳
し
い
と
考
え

て
い
る
。

問 

宮
代
町
商
工
会
が
苦
境
に
立

た
さ
れ
て
お
り
、
機
能
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
。
町
の
支
援
を
。

答 

産
業
観
光
課
長　

基
本
的
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
で
き
る

手
立
て
を
考
え
、
連
携
し
て
事
業

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

教
育
課
程
特
例
校
の
指
定
を
受
け
た

４
年
間
の
研
究
成
果
を
糧
に

英
語
教
育
の
充
実
を

合
川
泰
治　

議
員

問 

①
現
在
、
宮
代
町
で
は
生
後

６
か
月
を
過
ぎ
な
い
と
保
育
申
請

が
で
き
な
い
。
多
様
な
家
族
構
成

や
子
育
て
に
対
応
し
他
市
町
で
は

生
後
２
か
月
か
ら
の
保
育
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
当
町
の
保
育
認
定

の
見
直
し
は
い
か
が
か
。
②
駅
前

の
空
き
店
舗
を
乳
幼
児
保
育
施
設

に
利
活
用
で
き
な
い
か
。

答 

福
祉
課
長　

①
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
取
り
扱
い
の
弾

力
化
を
検
討
す
る
。
②
東
武
動
物

公
園
駅
西
口
開
発
の
中
に
保
育
所

の
誘
致
を
東
武
鉄
道
に
要
望
し
て

い
る
が
、
乳
幼
児
保
育
の
希
望
者

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
小
規
模

保
育
事
業
者
に
空
き
物
件
利
用
を

働
き
掛
け
て
い
く
。

町
内
の
除
雪
対
策

問 

①
町
内
の
雪
に
よ
る
被
害
の

把
握
と
町
民
か
ら
の
除
雪
要
請
の

件
数
、
除
雪
委
託
業
者
の
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
②
通
学
路

や
駅
前
広
場
の
除
雪
に
小
型
除
雪

機
の
購
入
は
い
か
が
か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

①
転
倒
事

故
な
ど
に
よ
る
救
急
車
搬
送
は
９

件
。
町
民
か
ら
の
除
雪
要
請
は
お

も
に
通
学
路
な
ど
20
件
。
宮
代
町

建
設
土
木
事
業
者
協
力
会
８
社
に

委
託
し
た
。
②
機
械
に
よ
る
除
雪

の
検
討
も
す
る
が
、
防
災
の
観
点

か
ら
地
域
の
力
の
育
成
も
重
要
と

考
え
て
い
る
。

問 

道
佛
地
区
の
信
号
機
設
置
は

い
か
が
か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

計
画
区
間

全
線
開
通
時
に
協
議
す
る
。

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
弾
力
化
を
図
る

保
育
認
定
の
見
直
し
と

乳
幼
児
保
育
の
取
り
組
み
を

野
原
洋
子　

議
員
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田
島
正
徳　

議
員

問 

住
民
満
足
度
、
職
員
満
足
度

ど
ち
ら
も
重
要
だ
が
。

答 

企
画
財
政
課
長　

職
員
の
満

足
度
は
、
「
非
常
に
あ
る
」
「
あ

る
」
を
あ
わ
せ
て
43
％
。
や
り
が

い
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
あ
る
」

「
あ
る
」
合
わ
せ
て
53
％
に
な
っ

て
い
る
。
全
職
員
に
公
表
し
、
意

識
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る
。
住

民
の
福
祉
増
進
と
い
う
目
標
達
成

に
は
、
職
員
の
満
足
度
や
意
識
の

向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も

把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

住
民
納
得
度

問 

住
民
と
ど
う
対
話
を
す
る
か
。

答 

町
長　

地
域
別
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
テ
ー
マ
ご
と
の
集
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
組
み
合

わ
せ
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問 

学
校
や
避
難
所
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

答 

教
育
推
進
課
長　

洋
式
化
率

は
、
小
学
校
が
32
・
７
％
、
中
学

校
25
・
３
％
、
公
民
館
65
％
、
進

修
館
89
％
で
あ
る
。
随
時
修
繕
、

改
修
に
努
め
、
徐
々
に
転
換
を
図

っ
て
い
き
た
い
。
当
初
予
算
に
中

学
校
の
劣
化
診
断
を
計
上
し
、
次

年
度
以
降
に
学
校
環
境
整
備
対
策

を
講
じ
た
い
。

　

心
肺
蘇そ
せ
い生

教
育
の
推
進

問 

児
童
・
生
徒
へ
の
心
肺
蘇
生

教
育
の
現
状
と
方
向
性
は
。

答 

教
育
長　

小
・
中
学
生
は

「
保
健
」
で
学
習
し
て
い
る
。
教

職
員
は
毎
年
、
実
技
講
習
会
を
実

施
し
て
い
る
。
生
徒
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
救

命
講
習
は
校
長
と
相
談
し
た
い
。

職
員
の
満
足
度
や
意
識
の
向
上
は
不
可
欠
で
あ
る

住
民
納
得
度
と
職
員
満
足
度

今
後
の
取
り
組
み
は

一人ひとりの幸せ度を高めるお手伝いを

子供たちの安全を見守る交通指導員

問 

大
雪
に
よ
る
町
・
職
員
の
対

応
。
そ
し
て
近
隣
市
町
村
と
の
対

応
の
違
い
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

大
雪
警
報

が
発
表
さ
れ
、
担
当
課
職
員
７
名

で
の
待
機
体
制
。
そ
の
後
、
町
内

協
力
業
者
８
社
に
除
雪
及
び
融
雪

剤
散
布
作
業
を
依
頼
。
職
員
に
よ

る
須
賀
中
学
校
・
東
小
学
校
付
近

の
地
下
道
を
除
雪
作
業
及
び
融
雪

剤
散
布
を
実
施
。
近
隣
の
防
災
関

係
部
局
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
大

き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。

問 

交
通
指
導
員
な
ど
の
採
用
年

齢
を
65
歳
未
満
か
ら
65
歳
以
下
と

変
更
す
る
考
え
は
。

答 

総
務
課
長　

交
通
指
導
員
な

ど
の
応
募
資
格
の
年
齢
制
限
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
64
歳
を
超
え
た

方
の
応
募
に
つ
い
て
但
し
書
き
の

例
外
規
定
を
適
用
し
柔
軟
に
運
用

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐

欺
対
策

問 

宮
代
町
に
お
い
て
連
続
し
た

１
月
の
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
実

態
と
対
策
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

１
月
に
入

り
２
日
間
で
連
続
し
て
４
件
の
振

り
込
め
詐
欺
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
合
計
１
８
０
０
万
円
の
被
害

が
発
生
し
た
。
杉
戸
警
察
署
に
お

い
て
『
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止

緊
急
連
絡
会
議
』
を
開
催
し
た
。

予
防
手
段
と
し
て
、
電
話
を
留
守

番
電
話
設
定
に
し
て
お
く
と
有
効

で
あ
る
。
カ
ス
ミ
・
東
武
動
物
公

園
駅
改
札
付
近
で
、
被
害
防
止
の

啓
発
活
動
を
実
施
し
た
。

７
名
に
よ
る
職
員
参
集
の
待
機
体
制
を
実
施

大
雪
に
対
す
る
町
の
対
応
に
つ
い
て

⻆
野
由
紀
子　

議
員
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一 般 質 問

整備が進む水田の用排水路

問 

①
稲
作
農
業
が
抱
え
て
い
る

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
早

急
な
基
盤
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
そ
の
方
策
と
町
の
役
割
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

　

②
農
地
の
所
有
者
と
耕
作
者
は

一
致
し
な
い
と
い
う
考
え
方
の
施

策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
の
見

解
と
解
決
策
を
伺
う
。

答 

産
業
観
光
課
長　

①
水
田
農

業
を
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は

農
地
の
集
積
・
集
約
化
や
基
盤
整

備
へ
の
取
り
組
み
が
課
題
で
あ
る
。

　

水
田
農
業
促
進
エ
リ
ア
で
、
取

り
組
み
に
向
け
て
合
意
形
成
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
進
め
て
い
き
た
い
。

　

②
「
農
地
の
所
有
者
と
耕
作
者

は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
」
と
い

う
基
本
的
な
考
え
方
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
集
落
営
農

な
ど
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例

を
、
地
域
に
紹
介
し
て
い
く
。

新
し
い
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進

問 

①
町
内
の
観
光
事
業
団
体
の

連
携
が
必
要
と
考
え
る
が
、
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

　

②
観
光
振
興
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
観
光
を
地
域
全
体
で
考

え
る
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
創
設

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答 

産
業
観
光
課
長　

①
町
の
観

光
情
報
紙
「
宮
代
い
ー
ね
！
」
に

観
光
事
業
実
施
団
体
の
事
業
情
報

の
掲
載
を
始
め
た
。
事
業
例
で
は
、

「
宮
代
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
が
あ
る
。

　

②
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
は
、
観

光
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

の
戦
略
策
定
を
行
う
推
進
主
体
と

な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

農
地
の
集
積
・
集
約
化
や
基
盤
整
備
に
取
り
組
む

持
続
可
能
な
農
業
経
営
を

す
る
た
め
の
施
策
は

問 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
確

認
及
び
支
援
内
容
。
ま
た
、
買
い

物
、
通
院
、
食
事
の
支
援
は
。

答 

健
康
介
護
課
長　

見
守
り
の

一
環
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
高
齢

者
の
一
人
暮
ら
し
家
庭
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
訪
問
活

動
を
実
施
。
心
臓
な
ど
に
持
病
を

持
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
対
し
、「
緊
急
時
通
報
シ
ス

テ
ム
」
の
設
置
。
ま
た
、
高
齢
者

や
心
身
に
障
が
い
を
持
つ
方
の
栄

養
改
善
・
健
康
増
進
、
見
守
り
活

動
を
含
め
て
、
給
食
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
。
買
い
物
、
通
院
、
食

事
な
ど
自
身
で
行
う
こ
と
が
難
し

い
方
に
つ
い
て
は
、
生
活
支
援
体

制
整
備
を
進
め
、
地
域
に
お
け
る

支
援
に
繋
げ
て
対
応
し
て
い
く
た

め
、
地
域
ニ
ー
ズ
と
担
い
手
の
マ

ッ
チ
ン
グ
、
地
域
資
源
の
開
発
な

ど
行
う
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
」
を
配
置
。
生
活
支
援
に

向
け
た
話
し
合
い
、
情
報
共
有
、

連
携
及
び
協
働
に
よ
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
「
協
議
体
」
も
準
備

し
、
開
催
す
る
予
定
。

防
災
へ
の
取
り
組
み

問 

大
雪
に
対
す
る
対
処
方
法
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

平

成
20
年
に
締
結
し
た
災
害
時
の
応

急
対
策
に
関
す
る
協
定
書
に
よ
り
、

宮
代
町
建
設
土
木
事
業
者
協
力
会

８
社
に
対
し
て
、
町
内
を
８
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
割
し
そ
れ
ぞ
れ
除
雪
を

行
う
。
主
要
な
町
道
の
除
雪
、
勾

配
の
急
な
坂
道
の
除
雪
、
凍
結
し

や
す
い
橋
梁り
ょ
うに
融
雪
剤
の
散
布
な

ど
安
全
確
保
措
置
を
行
う
。

まず、登録しましょう！

生
活
支
援
体
制
整
備
を
進
め
、
地
域
に
繋
げ
る

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
支
援
は

関　

弘
秀　

議
員

伊
草
弘
之　

議
員

※ 日本版DMOとは　官民の連携によって観光地のブランドづく
りや情報発信、戦略策定など、「地域観光づくり」を推進する
組織。
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金
子
正
志　

議
員

丸
藤
栄
一　

議
員

問 

介
護
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に

改
定
さ
れ
る
の
か
。

答 

健
康
介
護
課
長　

第
６
期
の

基
準
額
（
月
額
）
４
８
８
１
円
か

ら
第
７
期
は
４
８
８
０
円
の
据
え

置
き
と
考
え
て
い
る
。

問 

町
は
「
暮
ら
し
を
経
済
的
に

ど
う
感
じ
て
い
る
か
？
」
と
い
う

実
態
調
査
を
実
施
し
た
。
ゆ
と
り

が
あ
る
は
7.7
％
、
ふ
つ
う
は
61
・

６
％
、
苦
し
い
は
25
・
８
％
。
こ

う
し
た
結
果
か
ら
も
介
護
保
険
料

の
引
き
下
げ
は
当
然
で
は
な
い
か
。

答 

健
康
介
護
課
長　

準
備
基
金

を
年
度
末
で
３
億
２
０
０
０
万
円

見
込
ん
で
お
り
、
全
額
を
取
り
崩

せ
ば
月
額
４
８
８
１
円
か
ら
４
８

０
６
円
ま
で
下
げ
る
こ
と
が
可
能
。

し
か
し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
て

３
０
０
０
万
円
程
度
は
留
保
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　

子
ど
も
の
均
等
割
減
免
で

　

子
育
て
支
援
を

問 

宮
代
町
で
は
、
２
０
１
７
年

度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

や
賦
課
方
式
を
改
正
し
た
。
こ
の

改
正
に
よ
り
均
等
割
額
が
増
額
さ

れ
、
子
ど
も
を
多
く
か
か
え
る
世

帯
に
対
し
て
負
担
が
増
え
て
い
る
。

第
３
子
以
降
の
子
ど
も
の
均
等
割

を
全
額
免
除
す
る
制
度
を
創
設
す

る
考
え
は
。

答 

住
民
課
長　

減
免
し
た
場
合
、

今
年
１
月
末
時
点
で
対
象
者
は
67

人
、
減
免
額
は
約
２
５
３
万
円
と

な
る
。
町
と
し
て
は
、
今
後
の
国

の
検
討
状
況
に
注
視
し
、
国
の
負

担
に
よ
る
免
除
及
び
軽
減
の
見
直

し
な
ど
を
要
望
し
て
い
く
。

不
測
の
事
態
に
備
え
３
０
０
０
万
円
は
残
し
た
い

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

実態調査で「暮らし苦しいが４人に１人」。介護保険料の引き下げを

２町を結ぶ泳ぐ「こいのぼり」

問 

非
正
規
職
員
の
意
識
実
態
把

握
と
職
場
改
善
に
向
け
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

次
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
声
を

聴
き
尊
重
し
た
ら
ど
う
か
。
①
処

遇
等
で
一
層
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

と
思
う
こ
と
。
②
労
働
条
件
や
職

場
に
対
す
る
満
足
度
。
③
職
場
生

活
で
の
不
満
や
不
安
。
④
正
職
員

と
比
べ
た
自
身
の
働
き
方
。

答 

総
務
課
長　

共
に
働
く
オ
フ

ィ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
声
を
尊
重
し
、

職
場
環
境
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い

く
と
い
う
の
は
、
大
切
な
視
点
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
、
オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

に
対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

実
施
し
て
い
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
は
、
日
々

職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
オ

フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
率
直
な
意

見
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
改
善

で
き
る
こ
と
は
改
善
し
、
よ
り
良

い
職
場
環
境
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　
　

町
長
選
挙

問 

合
併
は
争
点
と
し
な
い
と
い

う
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
な

ぜ
か
。

答 

町
長　

今
、
合
併
し
た
場
合
、

伝
統
、
文
化
、
カ
ラ
ー
と
い
っ
た

宮
代
町
の
良
い
点
が
消
さ
れ
て
し

ま
う
と
考
え
て
い
る
。
町
民
が
自

分
た
ち
の
町
の
将
来
に
つ
い
て
方

向
性
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
市
民
参
加
の

勉
強
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、

市
民
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

良
い
職
場
環
境
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

非
正
規
職
員
の
声
を
尊
重
し
て
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一 般 質 問

小
河
原　

正　

議
員

素晴らしい作品の数々が庁舎ロビーを彩る

問 

①
新
た
な
表
彰
規
程
が
必
要

で
は
。
②
長
き
に
わ
た
る
活
動
で

貢
献
さ
れ
た
方
々
に
も
表
彰
を
。

答 

教
育
推
進
課
長　

①
文
化
協

会
に
お
い
て
表
彰
規
程
を
新
た
に

設
け
、
活
躍
者
に
対
し
授
与
す
る

も
の
と
考
え
る
。
今
後
、
町
文
化

協
会
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

答 

総
務
課
長　

②
表
彰
基
準
に

課
題
は
な
い
が
、
町
の
発
展
に
寄

与
す
る
多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
実
例
や
前
例
に
と
ら
わ

れ
ず
、
現
行
の
基
準
の
運
用
面
に

お
い
て
、
改
善
が
図
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

問 

①
小
中
学
校
の
制
服
の
価
格
、

体
育
着
の
価
格
は
適
正
か
。

②
上
履
き
や
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
は

学
校
指
定
が
必
要
か
。

答 

教
育
長　

①
適
正
価
格
の
範

囲
内
と
考
え
る
。
②
各
学
校
と
も
、

学
年
を
区
別
す
る
な
ど
管
理
上
の

理
由
で
上
履
き
の
色
を
指
定
。
保

護
者
に
対
し
、
小
中
学
校
と
も
安

全
性
に
配
慮
し
、
メ
ー
カ
ー
や
型

番
な
ど
指
定
す
る
も
の
で
な
く
、

ひ
と
つ
の
例
と
し
て
示
す
。

　

 

障
が
い
の
あ
る
方
々
に
安
心
の

住
み
家
を

問 

居
住
の
場
の
確
保
を
ど
う
考

え
、
進
め
る
の
か
。

答 

福
祉
課
長　

施
設
建
設
が
前

進
す
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

防
災
対
策
に
積
雪
対
応
を

問 

先
を
見
通
し
た
具
体
策
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

今
回
の
改

訂
で
地
域
防
災
計
画
に
「
予
防
・

事
前
対
策
」
や
「
応
急
対
策
」、「
復

旧
対
策
」
を
追
加
し
た
。

規
程
を
新
た
に
設
け
授
与
す
る
も
の
と
考
え
る

知
事
賞
な
ど
顕
著
な
活
躍
に

表
彰
規
程
を
提
案

問 

１
月
22
日
の
大
雪
と
記
録
的

寒
波
で
路
面
凍
結
に
よ
る
交
通
事

故
が
発
生
し
た
。
今
後
の
大
雪
対

策
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

宮
代
町
内

で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
12
件
。

　

今
回
の
除
雪
は
、
路
面
の
雪
を

路
肩
に
寄
せ
た
た
め
、
歩
く
場
所

が
確
保
で
き
な
い
場
所
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
後
は
通
学
路
な
ど
安
全

確
保
の
た
め
細
や
か
に
注
意
を
払

っ
て
い
く
。

　

地
域
防
災
計
画
の
雪
害
対
策
は

「
予
防
・
事
前
対
策
」
と
し
て
住

宅
の
耐
雪
化
や
食
料
な
ど
の
備
蓄

の
推
進
を
行
う
。「
応
急
対
策
」

と
し
て
地
域
や
路
線
の
特
性
に
合

わ
せ
た
除
雪
や
防
災
行
政
無
線
な

ど
を
活
用
し
た
住
民
の
情
報
発
信

を
行
う
。「
復
旧
対
策
」と
し
て
は
、

ハ
ウ
ス
倒
壊
な
ど
の
被
害
に
対
す

る
農
業
復
旧
支
援
な
ど
を
加
え
る
。

　

当
初
予
算
編
成
の
姿
勢

問 

新
井
町
長
の
未
来
を
輝
く
も

の
に
す
る
た
め
の
手
法
と
特
に
目

玉
事
業
と
し
た
内
容
は
。

答 

町
長　

町
民
、
議
会
、
行
政

が
共
に
考
え
納
得
し
た
上
で
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

教
育
で
は
、
特
例
校
と
し
て
平

成
32
年
に
向
け
小
学
校
の
英
語
教

育
課
程
を
先
取
り
し
て
取
り
組
む
。

　

高
齢
者
対
策
は
、
多
く
の
人
の

意
見
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
集
ま
れ

る
場
を
考
え
る
。

　

町
道
２
５
２
号
線
の
延
伸
は
、

春
日
部
市
と
協
議
が
始
ま
っ
て
い

る
の
で
、
歩
調
を
合
わ
せ
て
事
業

を
進
め
て
い
く
。

宮代町の凍結道路

地
域
防
災
計
画
の
改
訂
を
進
め
る

大
雪
に
備
え
た
防
災
対
策
を

九
山
妙
子　

議
員
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山
下
秋
夫　

議
員

唐
沢
捷
一　

議
員

問 

昨
年
10
月
に
町
長
就
任
後
初

の
予
算
編
成
に
、
多
く
の
町
民
が

期
待
し
て
い
る
。
公
約
の
各
施
策

実
現
に
向
け
て
の
優
先
順
位
と

「
町
を
変
え
る
」
具
体
的
な
予
算

に
な
っ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答 

町
長　

職
員
時
代
の
経
験
や

町
長
選
挙
を
通
し
て
、
皆
様
か
ら

の
声
を
5
本
柱
に
ま
と
め
、
第
4

次
総
合
計
画
の
事
業
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
進
め
て
い
く
。

　

特
に
、
子
育
て
支
援
、
小
学
校

の
英
語
教
育
、
高
齢
者
が
活
躍
す

る
支
援
事
業
、
農
業
の
担
い
手
支

援
、
商
店
街
活
性
化
、
防
災
体
制

の
確
立
、
町
の
骨
格
づ
く
り
の
都

市
基
盤
の
整
備
等
に
取
り
組
む
。

今
後
も
各
団
体
と
連
携
し
、
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

商
店
会
の
街
路
灯
に
つ
い
て

問 

商
店
会
の
灯
を
消
さ
な
い
た

め
の
維
持
管
理
や
存
続
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
施
策
は
。

答 

産
業
観
光
課
長　

商
店
会
の

街
路
灯
は
、
夜
間
の
買
物
客
の
利

便
性
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的

に
設
置
さ
れ
、
電
気
料
補
助
制
度

を
設
け
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら
な

る
商
店
会
支
援
と
し
て
、
活
性
化

事
業
を
対
象
と
す
る
補
助
制
度
の

創
設
を
考
え
て
い
る
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問 

町
は
空
き
家
対
策
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

町

は
毎
年
7
月
と
3
月
に
現
場
確
認

し
、
所
有
者
に
通
知
し
て
い
る
。

　

今
後
は
当
町
に
適
し
た
空
き
家

施
策
を
研
究
し
て
い
く
。

皆
様
の
声
を
形
に

「
町
を
変
え
る
」
予
算
を

問 

町
の
相
談
記
録
が
間
違
い
の

場
合
、
訂
正
が
で
き
る
か
。

答 

総
務
課
長　

証
明
を
す
る
資

料
を
受
理
後
必
要
な
調
査
を
し
、

訂
正
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
。

問 

証
明
を
す
る
資
料
と
は
何
か
。

答 

総
務
課
長　

例
え
ば
テ
ー
プ

起
こ
し
な
ど
が
あ
る
。
今
後
も
記

録
に
間
違
い
な
い
よ
う
、
正
確
に

記
録
を
と
る
。

　
　

今
後
の
大
雪
対
策
は

問 

公
共
施
設
で
の
水
道
管
凍
結

や
通
学
路
の
除
雪
の
山
、
歩
道
の

除
雪
対
策
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

凍

結
個
所
は
12
か
所
で
修
繕
・
防
寒

対
策
を
し
た
。
歩
道
の
除
雪
は
困

難
。
通
学
路
対
策
は
注
意
を
払
う
。

問 

小
型
の
除
雪
機
を
導
入
し
、

駅
周
辺
や
通
学
路
の
対
策
を
。

答 

町
民
生
活
課
長　

地
域
防
災

計
画
の
中
に
雪
害
対
策
が
あ
り
機

材
の
整
備
な
ど
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
の
で
検
討
す
る
。

　

町
の
最
低
賃
金
の
考
え
は　

問 

最
低
賃
金
が
昨
年
の
10
月
に

改
定
、
町
で
働
く
非
正
規
労
働
者

の
処
遇
改
善
の
考
え
は
。

答 

総
務
課
長　

一
般
事
務
は
、

時
給
８
８
０
円
、
保
育
士
は
１
１

０
０
円
、
学
童
保
育
指
導
員
は
資

格
者
で
９
４
５
円
、
資
格
な
し
で

８
８
０
円
で
あ
る
。
現
在
の
処
遇

内
容
は
適
正
な
も
の
と
考
え
る
。

問 

こ
れ
で
生
活
で
き
る
処
遇
内

容
か
。

答 

総
務
課
長　

平
成
32
年
度
か

ら
制
度
が
変
わ
り
交
通
費
、
期
末

手
当
な
ど
の
支
給
が
可
能
と
な
る
。

必
要
な
調
査
を
し
、
訂
正
す
る
か
し
な
い
か
判
断

町
の
相
談
記
録
が

間
違
っ
て
い
た
時
の
訂
正
は

情報に誤りがあった場合、記載の訂正・追加の請求ができる

町を変える予算を

開示
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市・町の共同事業

一部事務組合の平成30年度予算

久喜宮代衛生組合

広域利根斎場組合

埼玉東部消防組合

36億4,900万円（前年度比8.0％増）

▶構　　成　久喜市、宮代町の１市１町

▶主な収入　負担金　29億3,239万円
　　　　　　（宮代町は、４億7,752万円）

▶主な支出　塵芥処理費　25億1,085万円
　　　　　　（うち委託料　19億5,353万円）

２億3,143万円（前年度比7.8％減）

▶構　　成　加須市、久喜市、幸手市、
　　　　　　宮代町の３市１町

▶主な収入　負　担　金　１億1,000万円
　　　　　　　　　　　　（宮代町は880万円）
　　　　　　施設使用料　１億76万円

▶主な支出　委託料（施設管理等）　8,954万円
　　　　　　需用費（燃料費等）　　4,469万円

64億7,846万円（前年度比0.9％増）

▶構　　成　�加須市、久喜市、幸手市、白岡市、
　　　　　　宮代町、杉戸町の４市２町

▶主な収入　負担金　62億6,797万円
　　　　　　（宮代町は、４億7,198万円）

▶主な支出　常備消防費　58億9,543万円
　　　　　　常備消防施設費　３億1,630万円
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　次回は５月31日㈭ 午前10時
　開会予定です。（進修館  議場）

議会を傍聴しませんか

　

３
月
定
例
会
で
は
常
任
委
員
会
の

所
属
替
え
が
あ
り
、
広
報
委
員
会
も

メ
ン
バ
ー
が
代
わ
り
ま
し
た
。

　

今
号
の
議
会
だ
よ
り
は
新
メ
ン
バ

ー
で
の
初
め
て
の
編
集
に
よ
る
も
の

で
す
。
新
た
な
気
持
ち
で
編
集
作
業

に
臨
み
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、

議
会
が
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て
い

る
か
、
よ
く
わ
か
る
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
声
を
生
か
し
て
、
読

み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
づ
く
り
に
編

集
委
員
一
同
力
を
合
わ
せ
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

（
丸
藤
）

こ
の
町
で
「
農
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
か
ら
も

う
二
〇
年
く
ら
い
経
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
あ
の
頃
と
比
べ

る
と
竹
林
が
荒
れ
、
垣
根
の
巨
木
が
減
り
、
草
地
と
化
し
た

田
畑
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
に
関
わ
っ
て
い
た
あ
の
時
、

農
家
の
後
継
者
問
題
が
真
剣
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
し
た

が
、
そ
れ
が
切
迫
し
た
問
題
と
し
て
目
や
耳
に
入
っ
て
く
る

と
他
人
ご
と
と
は
思
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
沖
の
山
の
ネ
ギ
畑
、
宮
東
や
山
崎
の
田
ん
ぼ
、
東

粂
原
の
大
型
農
業
ハ
ウ
ス
等
に
、
新
し
い
村
や
民
間
会
社
の

代
理
耕
作
や
新
規
就
農
者
の
力
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
見

聞
き
し
ま
す
が
、
中
須
用
水
遊
歩
道
南
側
の
田
ん
ぼ
は
、
地

形
的
条
件
も
あ
っ
て
か
改
善
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。

　

お
せ
っ
か
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
町
と
議
会
と
農
協
と

地
主
さ
ん
と
一
般
町
民
と
、
一
緒
に
知
恵
を
絞
っ
て
み
た
い

で
す
ね
。

　
新
し
い
企
画
の
寄
稿
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
課
題
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
が
普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、
で
き
る
限
り

届
け
て
い
か
れ
る
コ
ー
ナ
ー
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
広
報
委
員
会
）

　
訃
　
報
　

　

去
る
2
月
14
日
、
現
職
の
町
議
会

議
員
の
石
井
眞
一
議
員
（
政
策
会

議
み
や
し
ろ
）
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
委
員
長
・
監
査
委
員
な
ど

を
歴
任
さ
れ
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

故 石井眞一 議員

日時　₅月₁₂日圡
　午前₁₀時₃₀分～₁₂時₃₀分
場所　図書館ホール
　　　　　　　宮代町議会事務局
　　　　　　　　☎34－1111　内線302

₅₅ ₁₂₁₂
議会懇談会を開催します

皆さまの
ご参加

お待ちして
おります。

町民の声

長谷川　豊さん
（和戸４丁目）

表
紙
の
写
真
紹
介

　

新
学
期
が
始
ま
っ
た
。
ピ
カ
ピ
カ

の
一
年
生
も
放
課
後
は
、
保
育
園
か

ら
児
童
ク
ラ
ブ
に
仲
間
入
り
。

　

保
護
者
の
お
迎
え
ま
で
指
導
員
に

見
守
ら
れ
、
上
級
生
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
。


